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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第２四半期の業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日）
（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第２四半期 1,856 11.0 △24 ― △19 ― △34 ―

29年３月期第２四半期 1,671 △5.2 1 ― 3 ― 26 ―
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第２四半期 △15.03 ―

29年３月期第２四半期 11.33 ―

※当社は、平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式を10株につき１株の割合をもって株式併合を実施したため、

前会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

　
（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第２四半期 4,699 2,232 47.5

29年３月期 4,484 2,154 48.0

(参考) 自己資本 30年３月期第２四半期 2,232 百万円 　29年３月期 2,154 百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

　29年３月期 ― ― ― 0.00 0.00

　30年３月期 ― ―

　30年３月期(予想) ― 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成30年３月期の業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,650 9.3 82 65.6 77 41.8 70 △5.7 30.18

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

※平成30年３月期の通期の業績予想における１株当たり当期純利益につきましては、株式併合の影響を考慮してお

ります。
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期２Ｑ 2,338,001株 29年３月期 2,338,001株

② 期末自己株式数 30年３月期２Ｑ 18,594株 29年３月期 18,490株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期２Ｑ 2,319,449株 29年３月期２Ｑ 2,319,605株

(注）前会計年度の期首に株式併合が行われたと仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算

定しております。

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項等については、添付資料Ｐ.２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。

　

　（株式併合後の配当及び業績予想について）

　当社は、平成29年６月27日開催の第67回定時株主総会に株式併合について付議し、承認可決したことにより、平成29

年10月１日を効力発生日として、普通株式を10株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。併せて同日

付で単元株式数の変更（1,000株から100株への変更）を実施しております。

　なお、株式併合を考慮しない場合の平成30年３月期の業績予想における１株当たり当期純利益は３円02銭となります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期累計期間（平成29年４月１日～平成29年９月30日）におけるわが国経済は、個人消費にまだ力を欠くも

のの、政府による経済政策や日銀による金融緩和策を背景に企業収益や雇用・所得環境の改善が進むなど緩やかな回復

基調が続きました。一方、海外環境は、米国の政策変更による世界経済への影響、中東や東アジアにおける地政学リス

クの強まり等、依然として先行き不透明な状況で推移しました。

　このような状況下、当社は安定した利益の確保を最重要課題に掲げ、売上高の確保及び材料歩留改善、生産性改善、

購入価格低減、固定費削減などの原価低減活動に注力しました。

　売上高は、前期堅調であった鉱山土木用工具の販売が、工事現場での工期の遅れにより減少しましたが、自動車用部

品や合金及び電気・電子部品等の販売が好調に推移した結果、前年同四半期比11.0％増の1,856百万円（前年同四半期

1,671百万円）となりました。

　損益面は、引き続き原価低減活動に注力した結果、売上総利益は前年同四半期比36.1％の増益となりましたが、販売

費及び一般管理費において、債権の回収懸念先に対する貸倒引当金繰入122百万円により、営業損失24百万円（前年同四

半期 営業利益１百万円）となり、経常損失は19百万円（前年同四半期 経常利益３百万円）、四半期純損失は34百万

円（前年同四半期 四半期純利益26百万円）となりました。

　セグメント区分別の状況は、次のとおりであります。

（電気・電子）

　タングステン・モリブデン製品の売上高は、816百万円（前年同四半期 791百万円）と3.2％の増加となりました。

　合金及び電気・電子部品の売上高は、ヒートシンクの販売増等により298百万円（前年同四半期 265百万円）と12.5

％の増加となりました。

　その他製品は、自動車部品販売において販売数量の増加並びに鉱石価格上昇にともなう販売価格の上昇により、売上

高は516百万円（前年同四半期 383百万円）と34.7％の増加となりました。

　この結果、電気・電子合計の売上高は1,631百万円（前年同四半期 1,440百万円）と13.3％の増収となりましたが、

貸倒引当金繰入額122百万円の計上により、営業損失11百万円（前年同四半期 営業損失14百万円）となりました。

（超硬合金）

　超硬合金は、鉱山土木用工具の販売が工期の遅れ等により、売上高は224百万円（前年同四半期 231百万円）となり、

営業損失13百万円（前年同四半期 営業利益15百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　（流動資産）

　当第２四半期会計期間末における流動資産は2,640百万円（前事業年度末2,647百万円）となり、６百万円減少しま

した。

　（固定資産）

　当第２四半期会計期間末における固定資産は2,058百万円（前事業年度末1,837百万円）となり、221百万円増加しまし

た。主たる要因は、投資有価証券の増加162百万円、その他の増加153百万円、有形固定資産の増加25百万円、及び貸倒

引当金の増加122百万円によるものであります。

　（流動負債）

　当第２四半期会計期間末における流動負債は1,480百万円（前事業年度末1,344百万円）となり、135百万円増加しまし

た。主たる要因は、支払手形及び買掛金の増加25百万円、電子記録債務の増加67百万円、及び短期借入金の増加40百万

円によるものであります。

　（固定負債）

　当第２四半期会計期間末における固定負債は987百万円（前事業年度末986百万円）となり0百万円増加しました。

　（純資産）

　当第２四半期会計期間末における純資産は2,232百万円（前事業年度末2,154百万円）となり78百万円増加しました。

主たる要因は、評価・換算差額等の増加113百万円及び四半期純損失34百万円によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成30年３月期の業績予想につきましては、平成29年５月15日に発表いたしました通期の業績予想の数値から変更は

ございません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 319,521 316,777

受取手形及び売掛金 1,188,063 1,124,089

商品及び製品 92,461 84,645

仕掛品 676,780 718,703

原材料及び貯蔵品 347,078 369,330

その他 34,896 38,208

貸倒引当金 △11,342 △11,261

流動資産合計 2,647,459 2,640,494

固定資産

有形固定資産

土地 782,785 782,785

その他（純額） 378,557 404,116

有形固定資産合計 1,161,343 1,186,902

無形固定資産 22,909 25,916

投資その他の資産

投資有価証券 523,764 685,940

その他 135,646 289,281

貸倒引当金 △6,451 △129,048

投資その他の資産合計 652,959 846,173

固定資産合計 1,837,212 2,058,992

資産合計 4,484,672 4,699,486

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 183,401 208,608

電子記録債務 265,934 333,549

短期借入金 630,052 670,052

未払法人税等 17,792 24,996

賞与引当金 54,467 49,607

その他 192,608 193,343

流動負債合計 1,344,255 1,480,157

固定負債

長期借入金 540,637 490,611

退職給付引当金 243,305 242,324

役員退職慰労引当金 68,115 76,015

その他 134,207 178,193

固定負債合計 986,264 987,144

負債合計 2,330,520 2,467,301
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(単位：千円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成29年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,531,828 2,531,828

資本剰余金 237,794 237,794

利益剰余金 △864,821 △899,674

自己株式 △26,714 △26,856

株主資本合計 1,878,087 1,843,091

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 276,064 389,094

評価・換算差額等合計 276,064 389,094

純資産合計 2,154,151 2,232,185

負債純資産合計 4,484,672 4,699,486
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 1,671,556 1,856,011

売上原価 1,412,647 1,503,686

売上総利益 258,908 352,325

販売費及び一般管理費

従業員給料及び手当 85,329 80,147

賞与引当金繰入額 10,345 10,345

役員退職慰労引当金繰入額 6,600 7,900

退職給付費用 8,484 4,126

減価償却費 10,107 9,510

貸倒引当金繰入額 1,645 122,943

その他の一般管理費 135,344 142,330

販売費及び一般管理費合計 257,856 377,303

営業利益又は営業損失（△） 1,052 △24,978

営業外収益

受取利息及び配当金 8,427 9,196

その他 2,958 3,564

営業外収益合計 11,386 12,760

営業外費用

支払利息 6,977 6,305

その他 1,606 626

営業外費用合計 8,584 6,932

経常利益又は経常損失（△） 3,854 △19,149

特別利益

退職給付制度終了益 25,959 -

特別利益合計 25,959 -

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 29,813 △19,149

法人税、住民税及び事業税 3,603 15,703

法人税等調整額 △76 -

法人税等合計 3,527 15,703

四半期純利益又は四半期純損失（△） 26,286 △34,853
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。
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